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管 内 の 世 帯 数

（27・6・1）

第 1地区・・・2,842

第 2 地区・・・5,316

合　計・・・8,158世帯

発行所 長 野 市 立
城 山 公 民 館

電　話 2 3 2 - 3111
編 集
発行人 井 澤 聖 次

印刷所 富 士 印 刷

水彩画上級

古典文学

実用英会話初級

日本画

水彩画初級

書道

英語 ･英会話基礎

複音ハーモニカ初級

英語・英会話応用

書道初級

華道初級

善光寺平の歴史散歩

洋画「人物画」

着物をリフォーム
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友
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平
成
27
年
度

城
山
公
民
館
職
員
等

　

本
年
度
の
城
山
公
民
館
成
人
学
校
は
、
30
講
座
が
成
立
し
、
現
在
総
勢
５
４
３
人
の
方
々
が
お
好
き
な
講

座
で
楽
し
く
学
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
「
複
音
ハ
ー
モ
ニ
カ
初
級
」
と
「
善
光
寺
平
の
歴
史
散
歩
」
の
講
座
を
新
た
に
開
講
し
ま
し
た
。

２
学
期
は
７
月
27
日
の
週
か
ら
始
ま
り
ま
す
。「
ハ
ー
モ
ニ
カ
」
な
ど
、
ま
だ
定
員
に
余
裕
の
あ
る
講
座
が

あ
り
ま
す
。
同
好
の
仲
間
と
心
を
通
わ
せ
な
が
ら
、
生
き
生
き
と
日
々
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

新
規
の
2
講
座
を
併
せ

平
成
27
年
度
成
人
学
校
が
開
講
し
ま
し
た
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洋画
木版画

囲碁入門

謡曲初級

愛唱歌を楽しむ

書道「写経入門」

茶道

ハワイアンフラ入門

洋裁初級

パッチワーク ･キルト

太極拳

太極拳

盆栽と盆景

実用英会話入門 茶道

平
成
26
年
度
作
品
展
か
ら

　

例
年
、
年
度
末
に
は
城
山
公
民
館
成
人
学
校
の
1
年
間
の
学
び
の
成
果
を
披
露
す

る
作
品
展
（
発
表
会
）
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
精
魂
を
こ
め
た
様
々
な
分
野
の
作
品

の
展
示
、
お
好
み
対
局
や
癒
し
の
お
点
前
の
お
も
て
な
し
、
ま
た
、
お
仲
間
と
と

も
に
練
習
に
練
習
を
重
ね
た
ス
テ
ー
ジ
発
表
な
ど
、
来
館
さ
れ
る
皆
様
に
お
楽
し

み
い
た
だ
け
る
こ
と
を
目
指
し
て
取
り
組
ま
れ
た
、
そ
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ち
ょ
っ
と
先
の
話
に
な
り
ま
す
が
、
平
成
28
年
2
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
作
品

展
へ
の
ご
来
館
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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筆　者

60周年を迎えた城東小学校

100年前の城山大噴水絵葉書

現在の城山公園噴水

シ
リ
ー
ズ
　
我
が
町
　
淀
ヶ
橋
　
区
長　

早
川　

良
一

　

当
町
の
名
前
の
「
淀
ヶ
橋
」
は
、
旧

北
国
街
道
（
現
長
野
・
豊
野
線
）
と
交

差
し
て
流
れ
る
湯
福
川
に
架
け
ら
れ
た

橋
で
、
こ
の
橋
が
先
か
、
集
落
の
名
前

が
先
か
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
今
は
道
路
の
下
に
な
り
昔
の
面
影

は
一
変
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
「
淀
ヶ

橋
」
を
西
端
に
湯
福
川
に
沿
っ
て
、
柳

町
交
番
北
の
市
道
三
輪
幹
線
ま
で
の
東

西
に
長
い
町
で
す
。

　

湯
福
川
に
沿
っ
て
の
田
園
地
帯
も
、

今
は
閑
静
な
住
宅
街
に
変
貌
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
長
野

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
メ
デ
ィ
ア
村
と
し

て
使
用
さ
れ
た
県
営

柳
町
団
地
は
、
柳
町
、

四
ツ
石
、
淀
ヶ
橋
の

三
地
区
に
ま
た
が
り
、

淀
ヶ
橋
に
属
す
る
四

棟
は
、
町
内
に
新
風

を
吹
き
込
み
、
町
の

一
員
と
し
て
、
町
の

事
業
や
公
民
館
活
動

に
積
極
的
に
参
加
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

住
宅
の
増
加
等
に
伴
い
、
昭
和
30
年

に
城
東
小
学
校
が
開
校
さ
れ
、
今
年
で

ち
ょ
う
ど
60
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の

城
東
小
学
校
の
周
辺
は
、
10
年
以
上
前

か
ら「
三
輪
・
柳
町
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ゾ
ー
ン
」
と
な
っ
て
お
り
、
高
齢
者
や

子
ど
も
に
や
さ
し
い
道
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
城
東
小
学
校
は
、
開
校

以
来
今
日
ま
で
多
数
の
健
全
な
児
童
を

送
り
出
し
て
き
ま
し
た
が
、
当
町
と
し

て
も
、
各
種
行
事
を
通
し
児
童
と
住
民

と
の
絆
を
深
め
、
明
る
く
元
気
な
街
づ

く
り
に
努
め
て
き
ま
し
た
。今
後
と
も
、

夏
休
み
直
前
パ
ト
ロ
ー
ル
を
役
員
を
先

頭
に
実
施
す
る
な
ど
、
各
種
行
事
を
継

続
実
施
し
、
家
庭
、
学
校
、
そ
し
て
、

育
成
会
や
長
生
会
の
皆
さ
ん
と
も
連
携

を
取
り
な
が
ら
、
地
域

一
丸
と
な
っ
て
健
全
な

児
童
の
育
成
に
努
め
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

当
町
も
高
齢
化
が
進

み
、
勤
め
人
の
定
年
が

65
歳
に
な
っ
て
き
て
お

り
役
員
の
選
出
等
に
苦

労
し
て
お
り
ま
す
が
、

町
の
運
営
に
支
障
が
出

な
い
よ
う
検
討
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

城
山
公
園
の
中
央
に
大
噴
水
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
が
で
き
た
の
が
１
９
１
５
（
大
正

４
）
年
の
こ
と
。
今
年
は
ち
ょ
う
ど
１
０
０

周
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　

こ
の
噴
水
は
、
長
野
市
発
展
の
礎
と
な
っ

た
上
水
道
事
業
の
完
成
記
念
と
し
て
つ
く
ら

れ
ま
し
た
。
蛇
口
を
ひ
ね
る
と
、
水
が
出
る

の
は
現
在
で
は

当
然
の
こ
と
で

す
が
、
そ
う
な

る
ま
で
の
苦
労
、

水
を
得
た
喜
び

が
こ
の
噴
水
に

こ
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
回
は
、

そ
う
し
た
物
語

を
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。

　

長
野
市
の
中
心
市
街
地
は
、
裾
花
川
や
湯

福
川
、
浅
川
な
ど
が
上
流
か
ら
運
ん
だ
土
砂

が
た
ま
っ
て
で
き
た
緩
い
斜
面
（
扇
状
地
）

の
上
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
場
所
は
、
水

は
け
が
よ
く
水
不
足
に
な
り
や
す
い
地
域
で

も
あ
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
は
小
さ
な
湧
き

水
を
た
め
る
池
を
つ
く
っ
て
、
飲
み
水
や
用

水
と
し
て
き
ま
し
た
。
善
光
寺
周
辺
の
「
七

清
水
・
七
池
」
と
い
う
の
は
、
そ
う
し
た
名

残
で
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、明
治
に
な
り
長
野
県
庁
が
で
き
、

人
口
が
増
え
て
水
不
足
が
深
刻
に
な
り
ま
し

た
。
県
都
と
し
て
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は

小
規
模
な
湧
き
水
で
は
と
て
も
足
り
な
か
っ

た
の
で
す
。
ま
た
、
赤
痢
や
チ
フ
ス
、
コ
レ

ラ
な
ど
の
伝
染
病
の
問
題
も
あ
っ
て
、
近
代

的
な
上
水
道
の
建
設
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
た
の
で
す
。　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

連
載
③「
城
山
に
大
噴
水
が
あ
る
理
由
」
そ
の
１

足
も
と
か
ら
知
る

　
　
　わ
が
町
の
成
り
立
ち

足
も
と
か
ら
知
る

　
　
　わ
が
町
の
成
り
立
ち

戸
隠
地
質
化
石
博
物
館

田
辺
　
智
隆
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御開帳 ･最高潮

おばあちゃんも回向柱に触れるといいね

平成 27 年度  地域公民館主要事業予定（4 月〜 9 月）
公民館名 ４月～７月 ８月 ９月

茂 菅 ボウリング大会　公民館だより発行 ラジオ体操（7〜8月） 敬老会

新 諏 訪 町 三世代ペタンク大会、子ども公民館 夏祭り、婦人部主催行事

西 長 野 町 第1回教養文化講座、春のペタンク大会 盆踊り 加茂神社秋季例祭奉納舞台

桜 枝 町 資源回収 敬老会

往 生 地 公民館・公園清掃（4〜11月）、春季研修旅行、
ドッチビー･ドッチボール大会、ラジオ体操

お地蔵尊祀り、市老連健康
フェスティバル、区民運動会

三町地口行灯づくり、秋季研修旅
行、「敬老の日」区民の集い

横 沢 町 横沢町だより（毎月発行、特集号年2回）、地区懇親会
（花見の宴）、笠鉾の展示（ながの祇園祭）

地口行灯づくり・屋外展示

立 町 謡曲部（毎月）、資源回収（毎月）、育成部ラジオ体操（8月）

長 門 町 地域ふれあいお茶の会、社会奉仕活動（天神社境内･町内）、夏休み子どもラジオ体操、天神社秋祭り協賛

湯 谷 視察研修旅行 盆踊り大会 敬老会

滝 館報発行、人権問題研修会 敬老祝賀会

城 山 団 地 人権同和教育研修会 敬老祝賀会

湯 谷 団 地 三世代交流グラウンドゴルフ大会、公民館報発行 敬老会

上 松 人権の集い 盆踊り大会 敬老祝賀会

箱 清 水 親睦ビーチボールバレー大会・ファゴットとの演奏会
長野びんずる子ども神輿、夏
祭り

長寿を祝う集い

元 善 町 パソコン教室（毎月）、仏教講座・長野の観光情報講座・健康講座・環境衛生講座・山門・仁王門周辺清掃（年2〜3回）

新 町 納涼パーティー
地蔵盆支援、天神社祭典支
援

敬老会

岩 石 町 古録神社春季大祭 古録神社秋季大祭、敬老会

三 輪 田 町 町内団体交流花見会、信濃の仏像と国宝･土偶見学 赤地蔵盆夜店協力 飯縄神社秋季大祭夜店・演芸大会

淀 ケ 橋 日帰り旅行（上高地･飛騨高山）、公民館報発行

☆第一地区主催事業への参加（各公民館）　三世代交流ふれあいハイキング（8月 2日）、各種スポーツ大会
☆第二地区主催事業への参加（各公民館）　春季地附山トレッキング（5月 10 日）、各種スポーツ大会

あちこちスナップ

編
集
後
記

　

今
春
、
善
光
寺
前
立
本
尊
が
７
年

に
１
度
の
御
開
帳
で
、
皆
さ
ん
日
頃

の
思
い
を
回
向
柱
に
託
さ
れ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
北
陸
新
幹
線
が
金
沢

ま
で
延
伸
さ
れ
、
大
勢
の
観
光
客
の

姿
が
あ
り
、
善
光
寺
界
隈
が
た
い
へ

ん
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
長
い
間
公
民
館
報
発

行
に
参
画
し
て
い
た
だ
い
た
館
報

編
集
委
員
が
勇
退
さ
れ
ま
し
た
。
今

ま
で
の
ご
尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

新
人
の
わ
た
し
た
ち
も
、
知
恵
を

絞
っ
て
紙
面
の
充
実
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。　
（
柄
澤
）

『学年ビリのギャルが１年で偏差値を４０
上げて慶應大学に現役合格した話』
	 坪田　信貴／著
『億男』	 川村　元気／著
『風のベーコンサンド』	 柴田よしき／著
『峠しぐれ』	 葉室　　麟／著
『オネスティ』	 石田　衣良／著
『少年探偵』	 小路　幸也／著
『我が心の底の光』	 貫井　徳郎／著
『長野の法則』
	 長野の法則研究委員会／著
『折り紙えほん』	 高野　紀子／著
『写真でわかるはじめての野菜のつくり方』
	 酒川　　香／著
『女王はかえらない』	 降田　　天／著
『おはなし会プログラム』
	 「この本読んで！」編集部／著
『ぐるんぱのようちえん』	西内ミナミ／著
『決戦！関ケ原』	 伊東　　潤／著

※他にもご希望の本がありましたら、お問い合わ
せください

新刊図書のご案内


